
再⽣医療と再⽣因⼦
⻭髄幹細胞培養上清



再⽣医療 Regenerative

⾃⼰再⽣⼒を引き出し若さを取り戻す

幹細胞に働きかけることで、アンチエイジングを実現する再⽣医療

私たちの体は、絶えず細胞が様々な活動を⾏ない、役⽬が終わればまた新たに⼊れ替わるという働きがあります。この、失われた細
胞を再⽣させては補充するという重要な役⽬を担っている細胞が「幹細胞」です。
「幹細胞」の働きが年齢と共に弱まってくると、⾃⼰再⽣⼒を徐々に失っていき、⽪膚や内臓に年齢を感じてしまいます。

再⽣医療とは幹細胞の⾃⼰再⽣⼒を取り戻すことで、アンチエイジングを実現することができる治療法なのです。

1

幹細胞とは︖

⽪膚や⾎液のように、ひとつひとつの細胞の寿命が短く、⼊替る組織を保つために再び細胞を
⽣み出して補充する能⼒を持つ細胞や、私たちがケガや病気をしたときに⾜りない細胞を修復
し損なわれた機能を補充してくれる能⼒を持った細胞です。

①分化能⼒ 様々な細胞を作り出す能⼒（⽪膚、⾚⾎球、⾎⼩板など）
②⾃⼰複製能⼒ ⾃分と同じ能⼒を持った細胞に分裂する能⼒

幹細胞の２つの能⼒



幹細胞2 Stem Cell

幹細胞には脂肪幹細胞、⻭髄幹細胞、⾻髄幹細胞、臍帯⾎幹細胞などがあります。
乳⻭の⻭髄から取り出した⻭髄幹細胞は他の幹細胞を圧倒します。⻭髄幹細胞は硬い⻭の神経から取り出されるため、遺伝⼦に傷が
付きにくく、⾮常に良質な幹細胞を多く含んでいます。乳⻭は乳児から少年期までに急速に成⻑するため、分裂と成⻑の点からも秀
でた特殊な細胞です。

注⽬を集めているヒト⻭髄由来の幹細胞の特徴

この培養液上清には、

EGF（表⽪細胞成⻑因⼦）
FGF（線維芽細胞成⻑因⼦）
PDFG（⾎⼩板由来成⻑因⼦／
線維芽幹細の増殖促進）

など150種類以上の成⻑因⼦
が含まれています。

ヒト⻭髄由来の幹細胞から取り出された再⽣因⼦

再⽣因⼦とは、カラダのあらゆる部分の細胞を作る「幹細胞」を培養したときに抽出される培養液上清のことです。



再⽣因⼦ 誕⽣の歴史3 History

培養上清中の液性因⼦（サイトカインなどの混合体）

「幹細胞培養上清（再⽣因⼦）」は、⻭髄幹細胞が分泌する液性因⼦で「サイトカイン等の混合液」です。化粧品成分として、EGFやFGFなど
の成⻑因 ⼦が美肌効果を求めて使⽤されていますが、これらもサイトカインの⼀種で、 液性因⼦に含まれています。

サイトカインは「細胞＝Cyto」「作動＝ Kine」の意味で、細胞が分泌して細胞に作⽤する物質の総称です。

従って、 成⻑因⼦のみならずケモカイン、ミオカイン、アディポカインの⼀部も包含され ます。 従来の概念と混同されないように「再⽣因⼦
＝サイトカインミックスチャー」と 名付けました。再⽣因⼦は、iPS細胞やES細胞の作⽤に類似して、細胞を再⽣し組織を修復します。

再⽣因⼦
2012年 名古屋⼤学名誉教授の研究に着⽬

幹細胞を使わない再⽣因⼦による再⽣医療

⼿術無し・細胞移植後移植細胞の癌化などのリスクを回避

●2011年︓再⽣因⼦の開発に着⼿
●2012年︓幹細胞の細胞株化（不死化）に成功し（特許成⽴済）

品質が均⼀の再⽣因⼦を安定供給できる体制を確⽴

【不死化細胞の成⻑曲線】



再⽣因⼦（幹細胞培養上清）4 CytoKine

細胞が分泌する液性因⼦（サイトカインなどのシグナル因⼦）を応⽤することで、『細胞移植と同等の治療効果を発揮できる』

とする名古屋⼤学の研究に着⽬しました。

再⽣医療の考えから⽣まれた「再⽣因⼦」

⽣きた細胞・組織を
⽤ い た 再 ⽣ 医 療

細胞治療

組織や臓器の再⽣を⽬的
としない細胞治療
（例︓がん細胞免疫療法）

再⽣医療

⽣きた細胞を使わない再⽣医療
（例︓細胞増殖・分化因⼦で内因性幹細胞を
活性化/分化させることによる組織再⽣）

「再⽣因⼦による治療」

名古屋⼤学の乳⻭⻭髄
由来幹細胞の液性因⼦
「再⽣因⼦」研究に着⽬

組織や臓器の再⽣を⽬的
とする細胞治療
（例︓幹細胞療法）



不死化培養技術5 Technology

幹細胞を培養する際に⽣まれる幹細胞培養液(再⽣因⼦＝タンパク質の複合体）に着⽬し、どの培養液でも常に成分がクオリティコン
トロールされた安定した状態で⻑期培養できる技術開発に成功。幹細胞を培養し増やす技術＝不死化技術(※世界初の国際特許技術)
この不死化の技術は、従来の幹細胞の培養では約１ケ⽉位しかもたないと⾔われており、１ヶ⽉以上の幹細胞培養はこのクオリティ
が下がると⾔われています。
不死化技術の開発で１ケ⽉以上経っても常に⼀定のクオリティを保ちながら培養することに成功しました。
また、幹細胞と⼀⾔で⾔っても上記のように多くの幹細胞の種類がありますが、「ヒト乳⻭⻭髄幹細胞」を使⽤することで４つの⼤
きな特徴があります。

世界特許の不死化培養技術

01 02
⾼い再⽣⼒
ヒ ト 乳 ⻭ ⻭ 髄 幹 細 胞 は 、 他 の 幹 細 胞 に ⽐
べ て 4 〜 8 倍 の 再 ⽣ ⼒ が あ る と ⾔ わ れ て
い ま す 。

世界特許の不死化培養技術
⼤ 学 と の 共 同 研 究 に よ り 世 界 で 初 め て 、
従 来 で は 難 し い と 思 わ れ て い た「ヒト⻭
髄幹細胞」の不⽼不死化の培養技術開発
に成功。 国 際 特 許 を 取 得 し 、 こ れ に よ り
質 の 均 ⼀ 化 が 可 能 に 。

04
⾼いレベルのエビデンスの保有
研 究 の 発 端 は 医 療 分 野 で の 活 ⽤ な の で 、
安 全 性 と 有 効 性 は 厳 し く チ ェ ッ ク 。 ⾼ い
安 全 性 と 有 効 性 を ⽰ す こ と が 論 ⽂ に て 多
数 発 表 。

03
⻭髄幹細胞の中からさらに厳選して培養
培 養 す る 中 で も 最 も 再 ⽣ ⼒ の 強 い ⾔ わ ば
「 チ ャ ン ピ オ ン 細 胞 」 を 選 び 培 養 。 そ の
た め ク オ リ テ ィ の ⾼ い 再 ⽣ 因 ⼦ を 継 続 的
に 作 る こ と が 可 能 と な り ま す 。

不死化培養技術の特徴



再⽣因⼦の働き6 Function

ここではスキンケアを例に、再⽣因⼦の働きについて説明します。
従来のスキンケアは、不⾜したものを補っているにすぎません。今までは「肌のアンチエイジング＝細胞の活性化」を実現できてい
ませんでした。最新の再⽣医療では、再⽣因⼦を⽤いることで持続的な活性サイクルに⼊ることが可能となり、細胞の活性化を促す
ことが可能になっています。

再⽣因⼦（幹細胞培養液）が実現する、アンチエイジング効果

ターンオーバー正常化

コ ラ ー ゲ ン 増
エ ラ ス チ ン 増
ヒ ア ル ロ ン 酸 増

再⽣因⼦

細胞活性化 再⽣因⼦増加

抗酸化能⼒増加 SOD増加

たんぱく質増加

表⽪幹細胞

線維芽細胞

活 性
サ イ ク ル

再⽣因⼦による持続的な活性サイクル



再⽣因⼦の効果7 Effect

対象疾患と再⽣因⼦（幹細胞培養液）の効果

再⽣因⼦治療 再⽣因⼦＋幹細胞治療

健康 予防医療 先制医療 急性期医療 慢性期医療

再⽣因⼦

神経疾患
抗アポトーシス、神経保護、軸索伸⻑促進、
マクロファージ性状制御、⾎管新⽣、抗炎症

肺疾患
抗線維化、抗炎症、肺上⽪の再⽣促進、

マクロファージ性状制御、⾎管新⽣

肝疾患
抗アポトーシス、肝臓細胞保護、肝幹細胞増殖促進、

マクロファージ性状制御、⾎管新⽣、抗炎症

リウマチ性関節炎
マクロファージ性状制御、免疫抑制、

抗炎症、抗破⾻細胞形成

⻭周疾患
⾎管新⽣、⾻芽細胞への分化

アルツハイマー型認知症
神経保護、抗アポトーシス、⾎管新⽣、

軸索伸⻑促進、抗炎症、ミクログリア性状制御

⽪膚疾患
⾎管新⽣、抗炎症

再⽣因⼦治療と幹細胞治療のフローチャート



再⽣因⼦の解析8 Analysis

■２７４種類のヒト液性因⼦に対する抗体アレイで解析

■分⼦機能既知の２８因⼦を同定

乳⻭幹細胞再⽣因⼦の成分解析

【乳⻭幹細胞培養液に含まれる再⽣因⼦の機能分類】

14

7

4
351

計 79

■ 細 胞 保 護 関 連
■ 細 胞 誘 導 作 ⽤ 関 連
■ そ の 他

■ 抗 炎 症 作 ⽤ 関 連
■ ミ ク ロ グ リ ア 関 連 因 ⼦

不可⽋因⼦であるものを同定して再⽣因⼦規格化の基準とする。

【不死化細胞と正常細胞の成⻑曲線】

←正常細胞

←不死化細胞

■従来の幹細胞の培養では１ヶ⽉でクオリティが低下

■不死化技術の開発で１ケ⽉以上経っても常に⼀定のクオリティを実現

不死化細胞の成⻑曲線



試験結果9 Results

品質管理試験（培養上精）及び毒性試験

■ヒト⻭髄由来細胞培養上清【急性毒性試験】2013年実施
マウス、各群５匹、投与量２０ｍｌ/ｋｇを１回静注、対照DMEM。
投与７⽇後、１４⽇後に観察。剖検所⾒も含め、２群間に差なし。 (ヒトへの投与量は、1回2ml＝0.04ml/㎏）

■ヒト⻭髄由来細胞培養上清【反復投与毒性試験 ２試験】2013年実施
ビーグル⽝、各群3匹4週投与、各群2匹12週投与、1回0.2ml/kg/week、対照DMEM。観察項⽬＝⼀般状態、⾎液/⾎液⽣化学、剖検、臓器病理、 結果︓いず
れの検査においても異常は⾒られなかった。

■ その他、遺伝毒性（Ames試験、染⾊体異常試験）、⽪膚感作性（LLNA)でも 異常なし。2014年実施

試験項⽬ 規格及び試験⽅法

性 状 無 ⾊ 〜 淡 ⻩ ⾊ 澄 明 の 液 体

p H 微 ア ル カ リ 性 を ⽰ す

確 認 試 験 E L I S A 法 に よ り 、 H G F 、 V E G F 、 T G F - β を 測 定 す る と き 陽 性 を ⽰ す

重 ⾦ 属 （ 鉛 , C d , 総 ⽔ 銀 ） ・ ヒ 素 各 2 p p m 以 下 （ 原 ⼦ 吸 光 光 度 法 ）

⼀ 般 ⽣ 菌 数 S C D L P 寒 天 平 板 培 養 法 に よ り 、 陰 性 を ⽰ す

真 菌 数 B P L P 寒 天 平 板 培 養 法 に よ り 、 陰 性 を ⽰ す

ヒ ト マ イ コ プ ラ ズ マ 否 定 試 験 P C R 法 に よ り 陰 性 を ⽰ す

エ ン ド ト キ シ ン 試 エ ン ド セ ー フ 法 に よ り 陰 性 を ⽰ す

ヒ ト ウ イ ル ス 試 験 P C R 法 に よ り 陰 性 を ⽰ す
H I V 1 ,  H I V 2 ,  H C V ,  H B V ,  ℌ T V L 1 & 2 ,  P a r v o i r u s B 1 9  E B V ,  C M V ,  W N V


